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Inorganic Chemistry及び Insights into Coordination, Bioinorganic and Applied Inorganic Chemistryに
編の論文として掲載済み、残りの部分については投稿準備中である。さらに、参考論文として編の論文
が Bulletin of the Chemical Society of Japan, Chemical Papers, Inorganica Chimica Acta, Inorganic
Chemistry Communications, The Open Chemical Physics Journalに公表されている。
審査委員会は、提出された論文の内容について論文提出者との面接を行い、詳細な質疑応答を行った。
加えて公開の博士学位審査論文発表会を行った結果、著者が自立して研究活動を行うのに必要な研究能力
およびその基礎となる学識を持っていると判断した。外国語能力については既に大学院外国語学力認定試
験を合格しており、十分と判断された。
以上により、審査委員会は、本論文提出者、石田英晃氏が博士（理学）の学位を授与されるに足る資格
を有するものと認める。
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